
第６回
遠足型ワークショップ
を開催しました

五條市の中心市街地をもっと元気に、わくわくできる場所となるよ
う、市民の皆さんの意見を広く聞き取る遠足型ワークショップ。第
６回目の結果を報告します。

◎開催日 令和5年8月26日（土）午前9時～午後4時
◎見学場所
・南海和歌山市駅周辺整備（キーノ和歌山・和歌山市民図書館等）
・南海泉大津駅周辺整備（泉大津市立図書館シープラ）
◎参加人数 14人 ◎参加者年代

30～40代
43％40～50代

21％
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7％

◎キーノ和歌山・
和歌山市民図書館

地元特産品店や飲食店、ホテ
ルなどを含む複合商業施設
「キーノ和歌山」。市立図書
館も設置され、カフェや書店
などの民間施設や子育て支援
施設も併設されている。

◎泉大津シープラ
泉大津駅前商業施設アルザ
タウン泉大津の４階に整備
された図書館。多くの講座
やイベントが開催され、起
業や仕事に役立つビジネス
支援サービスも充実。

◎見学施設の概要



高齢者や幼児には階
段も危ない。バリアフ
リーを考えた施設にして
ほしい。

図書館はイオンに。旧
庁舎跡地には、ホールや
五條新町など市の情報を
発信していくものを。

シープラは図書館の
書架の配置がゆったりし
ていて、書架も低いので、
広々していてくつろげる
雰囲気が良い。

シープラには特産品の
販売ブースがあった。公共
と民間と協力することで、
まちは活性化するのではな
いか。

参加者の
皆さんの
ご意見

子ども向けフロアをつ
くる、天井を高くして音が
響きにくくするなど、工夫
して子ども達が気兼ねなく
利用できる施設になれば。

図書館もあるし、ホー
ルもあるというような、公
共施設を複合化した施設が
良い。

みんなで市民交流施設を考える第6回遠足型ワークショップ

静かな空間で落ち着い
て本が読める場所があるの
が良い。

シープラが行っていた、
読書の際に植物を貸し出す
サービスは、ほっとできる
場所づくりで面白い。

和歌山市民図書館は日
常と違う空間でゆっくり本
を読める。知的な時間を過
ごせるのが良い。

どちらの施設も駅前
で、バスターミナルやタ
クシー乗り場もある。だ
れでもアクセスしやすい
場所にあることが大事。

施設を自由に見学した後、五條市にも「こんなものが欲しい！」「あったらいいな！」と思った
機能について参加者の意見を出し合いました。

和歌山市民図書館に
は食事ができるスペース
がある。併設のスーパー
で食品を買ってきて食べ
ることができるので、学
生や家族連れなどの利用
者も便利。

シープラには企業のPR
ブースがあり、まちおこし
になって良い。

和歌山市民図書館の
近辺にある商店街に、お
しゃれなカフェなど、少
しずつお店が増えている
と聞いた。賑わいが周辺
に普及しているのが良い。

和歌山市民図書館の
ようにおしゃれな雰囲気
も良いが、五條市には海
南ノビノスのような明る
い雰囲気の図書館があっ
ているのでは。

飲食もできる、会話も
できる、規制の少ない図書
館は居心地が良い。

お金をかけずに子ども
たちを連れてくることがで
きて勉強になるので、図書
館は子育て支援にもなる。

本好きの子どもが育つ
ように、行きたいと思える
魅力のある図書館にしてほ
しい。

小さな子ども達に
とっても民間施設があっ
たり飲食店があることは
魅力ではないか。


